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Ⅱ. 研究方法  
1. 用語の定義  
介護職：介護福祉士のうち、喀痰吸引等の業務の登録認定を受けた「認定特定行為業務従
事者」 























4. データ分析方法  
回収した調査票のデータはナンバリングし単純集計を行った。更に、基本属性 19 項目、 
介護職に教育指導を行うにあたっての困難感の 21 項目については、6 尺度を「困難を感じ
ている」「困難を感じていない」の 2群に分割し、χ2検定を用いて群間比較を実施した。有



















 調査票の回答があった 308人（回収率 30.8％）のうち、有効回答を得られた 280名（回 
答率 90.9％）を分析対象とした。 
1. 基本属性 19項目について(表 1) 
指導看護師の属性は、女性 270人（96.4％）、男性 10人（3.6％）であった。看護師の総
経験年数は 20 年以上が 72.1％、15 年以上 20 年未満 13.9％、10 年以上 15 年未満 7.1％、
5 年以上 10 年未満 4.6％、0～5 年未満 0.7％であった。現在の勤務先の勤務年数は 5 年以
上 10 年未満が 28.9％、0～5 年未満 24.3％、10 年以上 15 年未満 23.2％、15 年以上 20 年
未満 14.3％、20年以上 8.9％であった。現在の職位は、一般職 45.7％、主任 27.9％、課長
以上 13.9％、その他 12.1％であった。指導看護師としての経験年数は、0～5年未満が 63.6％、
5年以上が 34.3％であった。 
 
2. 指導看護師が属する施設概要について(表 2) 
 勤務している施設に勤務する看護師数は 5.1±2.3 人、指導看護師数は 2.3±1.3 人、准看
護師数は 2.5±1.7 人、介護職数は 44.2±26.1 人、有資格介護職数は 14.8±12.7 人、施設
設置母体は社会福祉法人が 93.6％を占めた。施設入所者数は 78.2±27.1 人、喀痰吸引必要


























4. 困難を感じたエピソードについて（表 4-1.2） 
 指導看護師が困難を感じたエピソードは、112件の記載があり、22コード、10サブカ 
テゴリー、4カテゴリーとしてまとめた。以下、カテゴリーを【 】、サブカテゴリーを《 》、



































































 本研究では、看護師総経験年数 20年以上が 202人（72.1％）と、経験豊富な看護師が多
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